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1 はじめに

物理学ではよく数学的な厳密性から離れて, 理想的な極限操作をします. 例えば, 熱力学の準静的過程などがこれに

あたります. このような操作は実際に可能かどうか以上に数学的に”アヤシイ”議論です. 実際には, 観測誤差などの評

価をすることで数学的にも厳密な議論をすることは可能ですが, そういう数学的厳密性を保証しなくても, このような

物理的直感が正しいことは, 皆なんとなく知っています.

実はこのような直感的操作を, 厳密さを保証しながら行うことのできる数学の体系があります. 超準解析です. 超準

解析は無限小と無限大を元として取れるような体系だとよく説明されていますが, 実はそれ以上に物理, そして私たち

の直感をうまく表現できる体系なのです. 超準解析を用いれば物理的直感に従いながら数学的厳密性がとても簡単に

保証されます. 今回は超準解析と物理学の相性の良さを説明し, さらにもう一歩進んで, 超準解析から新しいことがわ

かるかということを考えます.

2 講義内容

まず超準解析について, 簡単にどういうものなのかを説明し, 物理の操作と非常にマッチしていることを見ていきま

す. 次にこれまた超準解析と相性が良いとされる観測について, 量子力学の観測問題に焦点を当てて説明します. 最後

に超準解析によって物理学が発展するかということを考えます.
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